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はじめに
　学習院大学史料館は2007年ll月27日に彌永昌吉氏のご遺族（三男彌永信美氏）から、氏の遺され
た書簡を寄贈され、現在保管している。大判の封筒にまとめられた書簡の束をさらに段ボールの箱に収
納しているが箱の数は30に及ぶ。これらの書簡は日本の近代数学の発展を資料的に裏付ける貴重なも
のである。
　今回は、1960から70年代の欧文書簡を整理し，その中からフランスの数学者、Henri　Cartanとの書
簡目録を作成した。整理にあたって学習院大学の大学院学生、嘉数弥氏の助力を受けた。また、学習院
大学の嘱託、名和田雅子氏の献身的な努力があってようやくこの形にまとめられた。記して感謝したい。
　これら書簡の閲覧公開はしていない。
　彌永昌吉氏は欧文の手紙をすべてタイプで作成し、かつそのカーボンコピーを保存していた。そのた
めCartanとの往復書簡集が期せずしてでき、きわめて興味深いものになっている。
　最初に氏の経歴などを紹介する。
彌永昌吉氏について
　彌永昌吉氏は1906年4月2日、東京本郷の生まれ。幼少から学校時代までのことは後述の自伝に詳
しく述べられている。第一高等学校を卒業後、東京帝国大学理学部数学科に入り1929年に卒業、大学
院に入る。1931年、ドイツに渡りその後3年間、ドイツ（主にハンブルク）とフランス（主にパリ）
に滞在して研究生活をおくり整数論の研究に専心。恩師である高木貞治が作り上げた類体論をさらに発
展させ、当時未解決問題として残されていた単項化定理を一般化して証明することに成功するなど著し
い業績をあげた。
　ヨーロッパでの研究生活の一端は一般向け著書『純粋数学の世界』（1942年、弘文堂）、『数学者の世界』
（1982年、岩波書店）に活き活きと描かれている。
　次に、『純粋数学の世界』からアルティン教授を描写した部分を再録してみよう。
　『ブロンドの長身、天真欄漫、話のわかる相手と思えばいつも機嫌よく、碧眼に春風のごとき微笑を
たたえ、時を忘れて談ずるが、機嫌の悪いときは遠慮なく不機嫌な顔をするアルティン。およそ形式
的なこと、もったいぶり、気どり、お座なり、おつとめなどの大きらいなアルティン。』　　　　　『
　この文章を読んだだけでも、アルティンが眼前にあらわれ語りかけてくるような気がする。声に出し
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て読みたくなるほど文章のリズムが心地よい。理系的な才能にとどまらず多くの外国語に通じているな
ど、文系的な面でも豊かな才能に恵まれていたことが彌永氏の大きな魅力である。
　1934年に帰国し、翌1935年に東京大学理学部助教授となる。その翌年に菊池澄子さんと結婚。1942
年に教授になった（36歳）。
　戦後の日本数学会の再出発にあたって、彌永氏が果たした役割はきわめて大きく、数度にわたり数学
会の理事長（他の学会の会長に当たる職）を勤めた。
　戦後、IMU（国際数学連合）が創立されるにあたりコロンビァ大学で開かれた創立準備会談に彌永
昌吉氏は参加し、そこでHenri　Cartan（カルタン）に再会している。1954年にパリで開かれた執行委
員会には3人の執行委員の一人として加わった。
　国際的な数学教育の場において彌永氏の存在はさらに大きい。アメリカのストーン教授が数学教育
の国際組織であるInternational　Commission　of　Mathematical　Instruction（ICMI）を1954年に創設す
ることに協力し、1971年から74年までICMIの副会長。75年から78年まで会長をつとめた。　ICMIは
2000年に東京一幕張で開催された、数学教育世界会議（ICME9）を主催する団体であって、数学教育
のもっとも権威ある国際団体である。
　1967年に東京大学を定年でやめた後に学習院大学（1967－77）に教授として勤務し1978年から日本学
士院会員になった。学士院会員として、日本学士院紀要（Proc．　Acad．　Japan）に投稿された専門的な数
学の論文を審査し、紹介する仕事を97歳の頃までしていた。定年後も学習院大学でのセミナーに足繁
く通われた。最晩年にいたっても『ガロアの数学、ガロァの時代；第一部時代篇、第二部数学篇』（シュ
プリンガーフェアラーク東京社、1999、2002年）などの学術的著作をものにし、98歳のとき自叙伝『若
き日の想い出，数学者への道』（岩波書店、2005年）を出した。
　2006年6月1日、100歳と2ヶ月の生涯を終え、6月6日東京諸聖徒教会で告別式がとり行われた。
カルタンについて
Henri　Cartan（カルタン）について簡単に紹介する。
　1904年07月8日にフランスのナンシー（Nancy）に生まれたフランスの数学者。
　2008年8月13日に104歳で死去。
　父は高名な数学者　E’lie　Cartanである。　Henri自身も代数的位相幾何学の創始、複素解析多様体論
など現代数学の発展に多大な貢献をした数学者である。日本の独創的な数学者、岡潔の数学の価値をい
ち早く見抜いて欧米世界に紹介し現代数学の中に位置づける働きをした。
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彌永昌吉氏とHenri　Cartan氏との書簡集目録
No， 年 月日 発信者 発侶地 宛先 受信地 Ans，　T　o言討吾 備考 おおまかな内容
1 1962 4月15日 Henri　CartanDie 旦yanaga T・kyo東大理学部 1961年8月 F Tamura氏のこと。Kusaba氏，rEcolem。rmale留学の件。
2 1963 8月5日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 7／14 F
Delsarte氏の手術後回復中の知らせ。
bartan氏の日本滞在中の予定計画。
nka氏と会談予定。
3 1963 9月3日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 11月H．Cartan来日の件。Delsarte氏入@中。
4 1963 9月23日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 9／11 F 日本側の滞日スケジュール受諾のお轣B
5 1963 10月フ日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan 自aris F H．Cartan氏滞日スケジュール。
6 1963 10月12日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F MDelsarte氏の手術、回復順調。滞在スPジュール予定通りに。
7 1963 10月16日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F
11／12のホテルの件。Delsarte氏1頓調に
?怐B
8 1963 10月21日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 10／16 F 手書き 11／12は京都のホテルを希望。
9 1963 11月18日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan 広島大学 京都からの手@紙・葉書 F
講演の礼。29日の日仏会館での講演”
矧w教育の危機”について。
倦蛯ﾌ教育カリキュラムについて説明。
10 1963 12月13日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo F 日本滞在中のお礼
11 1963 12月18日 M．Eichler BaseI IyanagaToky。，学習院大学
1963／12／18
oーゼル消
@　印
封筒のみ。カードなし。
12 1963 12月23日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 12／13 F H．Cartan氏来日のお礼。
13 1963 12月29日Henri　Cartan夫妻Paris Iyanaga Tokyo F 新年挨拶。12／29Paris消印。
14 1964 3月3日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo F 彌永氏フランス訪問の予定
15 1964 3月9日 Iyanaga 丁okyo Henri　Carヒan Paris 3／3 F 学会でParis訪問予定の知らせ。
16 1964 4月19日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F Paris訪問時のお礼。Dieudonne夫妻の結梠ﾘ在について。
17 1965 5月17日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F
大学レベルの数学教育についての堅
cでの集会について、そのProceedingに
ﾂいて。
18 1965 5月22日 Henri　CartanParls lyanaga Tokyo 5／17 F 大学レベルの数学教育のPr。ceeding出ﾅについて
19 1965 6月14日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 5／22 F
大学レベルの数学教育のProceeding出
ﾅについて。Mandebrqjt．　Schwartz日
{滞在について。
20 196512月13日 Iyanaga TokyoChandrasekharanT ta　lnstitコte E lMUの定款、細則の冊子を送付依頼。
21 1965 12月19日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo F
大学レベルの数学教育の準備会合の
oroceedings送付のお礼、新年への挨A6
22 196512月27日 lyanaga TokyoChandrasekharanT ta　I［stitute E lMUの定款、細則の冊子送付のお礼。
23 19667月4日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F IMU総会の議事予定について。Kawada≠ﾉよる国別数学者数の統計。
24 19667月18日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 7／9 F 1970年Congresの開催地について。東桙ﾉついて、フランスの立場について。
25 19667月22日 Henri　CartanDolomieulyanaga Tokyo 7／18 F 手書き 当面の予定の連絡。
26 1966 9月26日 lyanaga Tokyo Henri　Carヒan Paris F
CartanがIMUの次期Presidentに選出、
P970年のCongresがNice開催に決定の
ｨ祝い。1969年春に日本開催の学会に
ﾂいて。ベトナム反戦の運動について。
27 1966 10月4日 Henri　CartanPrincetonlya［aga Tokyo 9／26 F ベトナム戦争抗議の署名について。P969春の日本での国際学会について。
28 19688月19日 Henri　CartanPar｝s lyanaga Tokyo 封筒のみ。 8／19消印Isere県
29 19689月17日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 8／17 F Fields賞候補者について。Hironaka、rhimura氏のこと。
30 1968 11月10日 Henri　CartanParis Yosida Tokyo　2
Yosida
P0／18
F
19694月数学解析国際会議準備につい
ﾄ。
¥連数学者参加者の件。発展途上国の
痰｢数学者の参加支援。
31 1968 8月17日 Henri　CartanDolomieuIyanaga Tokyo E
Fields委員会顔ぶれと仕事の説明。まず
?竡ﾒを自由に挙げるよう依頼。
ﾌFields氏の賞についての覚え書きを
ｯ封。
32 19691月27日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 1／4 F Fields賞。Conference参加の北ベトナ?矧w者の問題。
33 19692月6日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 1／27 F Fields賞。Conference準備。Delsarte氏ﾌ死去。
34 1969 2月6日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo
　　　　　」繧ﾌ手紙に
@同封 E
Fie！ds委員（連
@名）宛。 Fieids賞候補者のレポートを書く人につ｢て。
35 1969 2月24日 Iyanaga Tokyo Henri　Carヒan Paris 2／6 F 長い
Fields賞の件。C。nfere［ce準備。Nguyen
chh　Triの件。Kaplan氏。
36 1969 3月2日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 2／24 F 日仏会館の会のこと。Conference準備，ｻの礼。Kaplan氏のこと。
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37 19693月11日 lyanaga Tokyo Henrl　Cartan Paris 3／2 F
日仏Delsarte氏のための夜会の予定。
妺i家へ招待。Conference準備。
japlan氏のこと。
38 19693月14日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 3／11 F Conference準備。彌永家へ招待受諾。
39 1969 3月17日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F Con「erence（1969春）準備について
40 1969 3月21日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 3／17 F 手書き
Yosida氏に電報（Hanoiの教育省の電報
ﾉついて）。Cartan，Schwarzの旅費はフ
宴塔X政府から。4／2のセレモニーの参
ﾁ者の件。
41 1969 3月22日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 鴛報に対して。 F 手書き お礼。先日の電報の小さい訂正
42 19694月12日 Nicole　CartaniMmeCartan）Paris Mme　lyanaga Tokyo F 手書き M．Cartan日本滞在中のお礼。
43 19694月20日 Jean　CartanParis Iyanaga Tokyo F 手書き 日本の雑誌のこと。近況、国民投票のこﾆ。
44 1969 4月20日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo F
日本滞在中のお礼。関数解析のConfe
?獅モ?ｬ功のこと。夏に彌永氏フランス
K問予定について。Sato氏のこと。数
w辞典のお礼。
45 19694月28日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 4／20 F 長い手紙
Sato氏のこと。給費留学生のこと。Sait。
≠ﾌこと。：MUのPresident人選のこと。
р?@Gau11e辞職のこと。
46 1969 5月4日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 4／28 F
Sato氏のこと。IMUのPresideptの人選の
ｱと。数学辞典の誤り指摘。ベトナム人
w生Tran氏のこと。
47 1969 5月4日 （メモ） Iyanaga氏手@　書き
陳玉安（TranNgocAn）氏連絡先のメモ。
Oの手紙？
48 1969 5月19日 Iyanaga Tokyo Henri　Carヒan Paris 5／4 F Sato氏について。Tran　Ngoc　Anにつ｢て。辞典の誤り指摘の礼。
49 1969 6月16日 lyanaga Tokyo Henrl　Carしan Paris F
Sato氏について。Tran　Ngoc　Anにつ
｢て。講談社の百科事典の記事につい
ﾄ。MceのCongresについて。
50 1969 6月22日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 5／19，6／16 F
ベトナム人学生Tran　Ngoc　Anについ
ﾄ。NiceのCongresについて。講談社
ﾌ記事、Dieud。nne氏はどうか。
51 1969 7月6日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 6／22 F
NiceのCongresについて。Fie［ds賞候補
ﾉついて。ベトナム人学生Tra目Ngoc　An
ﾉついて。
52 19699月29日 lyanaga Tokyo Henrl　Cartan Paris F 長い手紙 仏滞在中のお礼。フィールズ賞候補にﾂいて。特にShimura氏について。
53 1969 1月5日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo E
Fieids委員（連
@名）宛。
委員によって挙げられた候補者の結
ﾊ。これについての補足的な事項と予
閨B
54 19696月20日 Henri　Carta［Paris 1yanaga Tokyo E
Fields委員（連
@名）宛。
候補者のレポートについて。10月に2，
R名の名を挙げるよう依頼。その後197
O年1月頃の決定に向けて最終的討議
ﾌ予定。別便でレポート送る。
55 1970 2月9日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 1／23 F
フィールズ賞受賞予定者のこと。
bongressでの総会の日本側出席者人
Iのこと。
56 1970 3月2El 置yanaga Tokyo Henri　Carしan Paris 2／12 F フィールズ欝受賞予定者のこと。総会の坙{代表団のこと。
57 1970 3月5日 Henrl　CarヒanParis lyanaga Tokyo 3／2 F
フィールズ賞受賞予定者のこと、
rhimura氏のこと。前にとった写真のこ
ﾆ。U口ionの次期理事の人選のこと。
58 1970 3月29日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 3／5 F 次期Comite　Excutifの人選について。?曹flobal　Analysisについて。
59 1970 5月22日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 3／29 F 夏の予定。Congres，総会について。
60 1970 6月旧 Iyanaga Tokyo Henr｝Cartan Paris 3／22 F 長い手紙
夏のフランス訪問の予定。Niceでの
fongres．　Unionの総会について。
bomite　Excutifのメンバー人選の件。
jawada氏のこと。
61 19フ0 6月8日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 6／1 F IMUの理事、人選について。8月の来仏桙ﾌ予定。
62 1970 6月8日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F lMUの理事選出の件。給費留学生vakabayashi氏のこと。
63 1970 6月12日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 6／8 F lMUの理事Kawada氏受諾について。vakabayashi氏について。
64 19706月17日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 6／8．6／12 F
IMUのKawada氏の件、旅費などの件。1974年東京でのCongres予定。Dieへ招
ﾒ受諾。Shi。zawa氏の件。Jean氏、彌
i家来訪。
65 1970 6月21日 Jean　Carヒa［鎌倉 Iyanaga夫妻 Tokyo F 手書き 彌永家に招待の礼
66 1970 7月5日 Henri　CartanParis Iyanaga 丁okyo 6／17 F
Shiozawa氏について。IMUの理事会の
潤B1973年東京でのConference計画に
ﾂいて。渡仏の際Dieへ招待。
67 1970 7月6日 Iyanaga Tokyo Jean　Cartan 鎌倉 6／21 F 手書きの控え
68 1970 7月13日 lyanaga Tokyo Henri　CartanDolomieu 7／5 F Shiozawa氏について。渡仏予定、Cartanﾆ訪問について。家族近況。
69 1970 7月29日 Jean　Cartan鎌倉 Iyanaga Tokyo F 手書き 手紙の礼。彌永夫人へのお見舞い。仕魔ﾌこと。
70 1970 8月15日 Iya陥ga Tokyo Jean　Carヒan 鎌倉 7／29 F 家族の病気。渡仏日程変更。N。bumiのｴ稿についてのお礼。
4
彌永昌吉氏欧文書簡について　1
No． 年 月日 発個者 発侶地 宛先 受信地 Ans．　T　o言語 備考． おおまかな内容
71 1970 8月15日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Die 7／13の手紙の@　変更 F
家族の病気。渡仏日程変更。日本滞在
?ﾌJeanのこと。
72 1970 9月14日 lyanaga TokyoHenri　Cartan夫妻Paris F フランス滞在中のお礼。Congresのこと。ﾆ族のこと。
73 1970 10月19日 Iyanaga Tokyo H，C。hen夫妻 N．Y． E Card他のお礼。家族近況。
74 1970 10月26日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F Wakabayashi氏。数学辞典のためのElibartanの写真のこと。家族のこと。
75 1970 10月29日 Jean　Cartan横浜？ lyanaga 丁okyo F 手書き Jea［氏日本滞在延長、近況。離日の予
76 197011月4B Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 10／26．9／14F 数学辞典のためのE［ie　Cartanの写真のｱと。家族のこと。
77 1970 11月23日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 11／4 F 数学辞典のためのElie　Cartanの写真のｱと。家族のこと。Lelong来日。
78 1970 12月2旧 Iyanaga Tokyo Jean　Cartan Paris2 10／29 F Jean氏の離日。家族の近況。’
79 1970 1月23日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo E
Fields委員（連
@名）宛。
各委員の意見を一定のルールで集計し
ｽ結果4名の候補者。メダリストを3名
ﾉするか4名かについて投票依頼。
80 1970 2月18日 Henri　CartanParis 1ya［aga Tokyo E
Fields委員（運
@名）宛。 投票の結果、4名に決定する。Niceでのbongresまで秘密に。協力に感謝。
81 1971 2月19日 Jean　CarヒanParis2 lyanaga Tokyo （12月の手紙） F 手書き J，Cartanの結婚報告
82 1971 3月1日 lyanaga Tokyo Jean　Cartan Paris2 2／19 F J．Cartanの結婚祝い
83 1971 3月14日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo F Shibata氏について、意見を求める。vakabayashi氏。
84 1971 3月22日 Iyanaga 丁okyo Henri　CartanParis 3／14 F 長い
Shibata氏につい’てのコメント。　　”1973　Intenational　Conference　　on　　the
狽??盾窒凵@of　manifolds　and　related　topics　in
煤Bpol。gy”T要。Kawada氏の多忙のこ
ﾆ。家族のこと。
85 1971 4月9日 Henri　CartanDie lyanaga Tokyo 3／22 F Shibata氏の件。1973年国際学会準備ﾌこと。家族のこと。
86 1971 4月9日 ？（メモ） F，J 抜粋 Shibata氏に関する部分の抜粋。関係ﾒに渡したものの控え？
87 1971 4月12日 【yanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 3／22への補足 F
Shibata氏の件。ENSが一時的に閉鎖の
jュースについて。日本数学会理事長
ﾞ任。し．Schwartz家の不幸について。
88 1971 4月26日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 4／9 F Shibata氏の件。1973年日本で開催の国ﾛ学会について。家族のこと。
89 1971 4月26日 Henri　CarヒanParis Iyanaga Tokyo F Shibata氏について。留学生の日仏の手ｱき上の問題点。
90 1971 5月5日 Iyanaga Tokyo Henri　CartaB Paris 4／26 F Shibata氏の件。給費留学で日仏の手ｱきの問題について。
91 1971 12月20日 Iyanaga Tokyo Jean　Cartan Paris2 12／9 F J．Ca淀an氏娘誕生のお祝い。近況。子供ﾌこと。
92 1971 12月 Henri　Cartan夫妻Paris iyanaga夫妻 Tokyo F 手書き 新年挨拶。カード
93 1972 1月10日 夏yanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F J．Cartan氏娘誕生のお祝い。家族のこﾆ。IAGの委員に指名され、受諾。・
94 19723月20日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 東京での国際会議計画について。仏側Q加者旅費について。
95 1972 3月2フ日 iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 東京での国際会議計画について訂正・竭ｫ
96 1972 3月3旧 Henri　CarヒanDie lyanaga Tokyo 3／27．3／20　　　　　． F Dieでの休暇。Dupuis氏。Golloque仏側o席者。
97 19724月1日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F
Kawada氏とともに仏大使館Dupuis氏と
?kの報告。Col｝oqロeへの招待者につ
｢て。
98 19724月9日 ！yanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 3／31 F 1973年4月東京でのC。II。que計画につ｢て。日仏数学者交換について
99 著972 4月2旧 Hen丙CartanParis Iyanaga Tokyo 4／9 F 4月東京でのColloqueの仏出席者につ｢て。
100 972 5月1日 iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 4／21 F 1972－73日仏数学者交換について。8月ﾉ英仏訪問予定。
101 1972 7月23日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F Exeterでの第2回数学教育の会議につ｢て。子供のこと。Martlneau死去。
102 1972 7月29日 HeRri　CartanDolomieuIyaoaga Tokyo 7／23 F エアログラム 休暇の予定。9月にHelsinkiでのiCSU拷?ﾉ行く予定。
103 1972 8月6日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Die フ／29 F
休暇中の予定。Helsinki行き。Cartan家へ招待予定の礼。
104 1972 8月15日 Henri　CartanDie Iyanaga Tokyo 8／6 F
エアログラム
ﾔ事のメモあ 9／12にCartan家に招待。
105 1972 9月25日 iyarlaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 長い
9／12Cartan家への招待の礼。Congre
≠dxeterの報告。J．Llghthill氏。！CMI総
?ﾉついて。
106 1972 10月5日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 9／25 F
ExeterのCongres。日仏交流の訪日予
闔ﾒの件。1973年4月のColloque参加予
闔ﾒの件。給費留学希望のSuzuki氏の
潤B
107 1972 10月17日 lyanaga Tokyo Henri　Gartan Paris 10／5 F Suzukl氏について。4月東京でのbolbqueの仏出席者について。
108 19ア2 11月5日 HeRri　CartanParis Iyanaga Tokyo 10／7 F 給費留学生Suzuki氏について。Colloqueｷ費について。
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109 19フ2 11月13日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 11／5 F sコzコki氏の件でのお礼。フランス人数学ﾒの招聰予定者の件。
110 19731月7日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 日仏数学者交換制度について。仏数学ﾒの人選に苦労。
111 1973 2月フ日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 1／7 F 4月東京でのColl。queの仏出席者につ｢て。Suzuki氏。Jean氏一家来日予定。
112 19732月12日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 2／7 F
4月東京でのC。lbqueの仏出席者につ
｢て。日仏数学者交流について。Jean
∴皷ﾆ来日予定。
113 1973 3月26日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F
直前の電報、速達への補足説明。4月
結桙ﾅのC。Iloqueの仏出席者につい
ﾄ。日仏数学者交流について。
114 19733月26日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 1／7 F 手書きで控え 1／12返事の補足。C。ll。que準備。
115 1973 月30日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo
3／261およびそ
ﾌ前の電報・速
@　達
F
Colloque準備。仏数学者の旅費、フラン
X政府補助の件。フランス人数学者招
Nの件。Suzuki氏の件。1974年11月に
坙{で開催のIC剛．
116 1973 3月30日 Henri　Ca沈anParis lyanaga Tokyo 3／26．3／23R／24（電報）， F
仏数学者の旅費フランス政府支出決
閨B派遣する仏数学者の人選。Suzuki
≠ﾌ件。℃Mlの地域シンポジウム日本
J催の計画にっいて。
117 1973 4月15日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 3／30 F
1枚のみ。他ページ紛失？ C。nference最中。様子報告。日仏数学
ﾒ交流について。
118 1973 4月30日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F
4／20Jean　Cartan氏来訪。4／17多様体
総ﾛ会議（Colloque）閉会。Kawada氏6月
hMU理事会。Suzuki氏について。給費留
w生について．1974年11月東京で開催
ﾌ数学教育のGolbqueの一次案内。
119 1973 5月19日 Henr；CartanParis Iyanaga Tokyo 4／15．4／30F
Jean氏．彌永家訪問，　Mme　Gartanへのお
ﾝやげの礼。19フ4年11月数学教育の
bolloqueについて、　Lichnerowicz参加
]。Suzuki氏の礼状。Kawada氏のこと。
120 1973 9月24日 lyanaga Tokyo Henri　Carヒan Paris F
Choquet来日。来年の招聰数学者人選
ﾉついて。Chevalley夫人来日。
bhevalley氏の健康について。
121 1973 9月30日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 日本に戻る。MIIe　Katoについて。
122 197310月9日 Henri　CartanParls lyanaga Tokyo 9／24 F 招聰予定数学者の近況・事情についﾄ。
123 1973 10月20日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo F エアログラム@手魯き Rio　de　JaneiroのGodbillon氏の件。
124 197310月22日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 10／9 F
来年の招聰数学者について。今年の
bhoquet，　Samuel氏について。Cheva【le
v人について。Chevalley氏の健康につ
｢て。
125 1973 10月27日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 10／22 F エアログラム@手書き Mme　Delsarteの死去について
126 1973 10月28日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 10／20 F 招聰予定数学者について。
127 1973 11月5日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 10／27 F Mme　Delsarteの死去について。孫娘のa気について。
128 19フ4 1月15日 lyanaga Tokyo Henri　Carヒan Paris F クリスマスカードの礼。Samuel氏来日報吹B招聰数学者について。
129 1974 2月10日 Henri　CartanWengen Iyanaga Tokyo 1／15 F 手書き
LiGhnerowicz日本行きの件。　Samuel帰
ｧ。家族のこと。VancouverのCongres
ﾌこと。
130 1974 2月18日 1yanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 2／10aWengenF
数学者連合総会への日本の代表団決
閨BReiの病気のこと。ソ連数学者につ
｢ての署名について。
131 1974 10月6日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 9／30 F エアログラム Mlle　Katoについての返答の礼。フランスl数学者招聰の件。Pli。uchtchの件。
132 1974 10月21日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 10／6 F Mlle　Katoについて。フランス人数学者招Nの件．Pllouchtch署名の件。
133 1974 12月28日 Henri　CartanParis iyanaga Tokyo F Ie　Monde記事抜粋。Pllouchtch救出のｽめCartan氏の訴え。
134 1975 1月23日 Henri　CartanParis lyanaga 丁okyo 12／281”日仏文@化”誌 F
エアログラム
@手讐き
日仏会館での彌永氏の尽力に感謝。彌
i氏のGIEM　Presidentの任務。ソ連の
oiatetskii－Shapiroの状況について。
135 1975 2月3日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 12／29，30；1／23F
孫娘誕生のお祝い。CIEMでの任務につ
｢て。ソ連での数学者の状況について
恃Oと運動。Reiの手術成功。
136 1975 2月15日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 2／3 F エアログラム Reiの手術。Pliouchtch救出のためのs動。
137 19752月23日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 2／15 F Reiの病気回復へ。P！iouchtchの件。
138 1975 3月2日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo 2／23 F エアログラム Rei快方への祈り。Fukutomi氏と計画のS／23，24の運動、同様に仏でも計画中。
139 19フ5 3月17日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris 3／2 F
Rei快方へ。．Pliouchtchのための
S／23，24の数学会年会での，Fukutomi氏
ﾌ協力による，働きかけについて。中国
K問のこと。
彌永昌吉氏欧文書簡について　1
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フランスでのPli。uchtchのための抗議
140 197512月30日 Henri　CartanParis Iyanaga Tokyo 9／7 F 行動について。同様のウルグアイの
Jose　Luis　Massera他の件。
141 1975 8月14日 Iyanaga Tokyo Henri　Cartan Paris F 手書きの控ｦ。2枚。
PIIouchtch一家にビザ発券。同様のウル
グアイのJose　Luls　Masseraの件。9月
142 1976 1月5日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Parrs 12／30 F 末の日仏の多分野のColloques，数学の
2つのG。Iloques計画について。CIEMの
presidentの任務について。
類体論の本を賞賛。数論のC。ll。queに
143 1976 4月21日 Henri　CartanParis lyanaga Tokyo F ついて。Pliouchtch，　Masseraのため運動
について。
Pliouchtchの件解決。同様のウルグアイ
144 1976 5月23日 lyanaga Tokyo Henri　Cartan Parls 4／21 F のMasseraのための日本でのFukuto㎜≠轤ﾆの活動について。数論のColloque
について。家族のこと。
彌永昌吉氏とHenri　Cartan氏との書簡集目録の注
No．2Jean　Delsarte（1903－1968）は数学者。東京にある日仏会館館長もつとめた（1962－1965）。彌永昌
吉氏とは親しく、家族ぐるみのつきあいがあり往復書簡は200通をこえる。
No．201MU：国際数学連合（International　Mathematical　Union）の略称　ユネスコの科学部門である
ICSUに属し、各国が参加している。日本では日本学術会議の数理科学委員会がIMUに加盟する組織で
ある。
No．26　Cartanが国際数学連合の会長に選ばれたこと、また1970年に開催される国際数学者会議の開
催国がフランス、開催地がNiceに決まったことが報じられている。
No．29，3t－35，51－57，79，80　国際数学者会議で授賞するフィールズ賞の受賞者を選考する委員会の委
員長がCartan，委員として彌永昌吉氏が参加した。広中平祐が受賞。その選考過程が書簡で詳しくわか
る。これはすべてCartanの手紙で彌永昌吉氏の手紙は遺されていない。
No．33，35・41　Conferenceとは1969年4月に東京で開かれた、解析学についての国際会議
International　Conference　on　Functional　Analysis　and　related　topicsのこと。
No．　63　国際数学連合の理事として河田敬義（東京大学教授、上智大学教授）が選ばれたこと。
No．84，　88，94－95，108，111－118　1973年4月に東京で開かれた多様体についての国際会議International
Conference　on　Manifolds　and　related　topicsに関連したこと。
No．130－144　旧ソ連で迫害された数学者の救出に関しての国際的な運動でCartanが主導した。
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